
日本と米国の事例から見る事業継続の戦略と課題

第53回総合防災セミナー

小規模事業者はどうやって

コロナ禍を乗り越えたのか？

2022年4月22日（金）9:00-11:30
開催方法:オンラインセミナー（Zoomを使用）

定員:なし※要事前登録（小規模事業者の方の参加を歓迎いたします）

※日・英の同時通訳が利用可能です。

参加方法
右のURLより事前登録の上、
Zoomでご参加下さい

概要 https://www.dpri.kyoto-u.ac.jp/news/15930/

主催：京都大学防災研究所（問い合せ窓口・実行委員長：大門 daimon.hiroaki.78c@st.kyoto-u.ac.jp）
※本セミナーは、公益財団法人関西エネルギー・リサイクル科学研究振興財団の支援を得て実施された事業です

Zoom 登録

●第1部：セミナー 9時00分～10時10分

発表1：「不安定な社会規範の中での事業者らの模索」
松原悠（京都大学防災研究所）

発表2：「米国の事業者がコロナ禍を乗り越えた秘訣」
Cox Zachary（デラウェア大学災害研究センター）

発表3：「日米の小規模事業者の対応の違い」
大門大朗（京都大学防災研究所、デラウェア大学）

●第2部：パネルディスカッション 10時20分～11時30分

「パンデミックを生き抜く知恵と制度の課題」
モデレーター：Cox Zachary・大門大朗

パネリスト：大橋磨州氏（呑める魚屋 魚草）、羽田野まどか氏（宮津町家再生ネットワーク）

藤本賢司氏（Japan Exploration Tours JIN-仁）（※いずれも小規模事業者）

https://onl.la/KRhqrSP QRコード→

Cox Zachary氏


